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そ の 2 ：年代 と地区に着 目した既存高層鋼 構造 建物 の 耐震 性能分析
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1 ．は じめ に

　本報そ の 1 では，建物の 柱梁接合部に着目し，日本建築セ ン タ

ー
の性能評定 シ

ートを用い て 調査 ・分析を行っ た。

　本報その 2 で は，年代，地区に適切な建物モ デル を構築す るた

めに，特 定の周期 帯にお ける，建物高 さ，周期，基 準階面 積，コ

ア形式な どを調査する．

2 ．特定周期帯に おけ る地区毎の建物分析

2 ．1　 周期帯の 限定につ い て

　 本研究で は，既存高層建物の 長周期地震動に対する耐震性能

に着 目してい る。長周期地 鬮 」には 限 られ た周期帯 に ピークを

有する 「特定の周期帯」
1），　！）

の 存在が知られ てい る。こ の 周期

帯につ い て は研究段階で はあるが ， 本研 究で は文Pt　］）〜4）よ り，

東京地 区は 4秒以上，名古屋地 区は 2つ 秒，大阪地区は 4 秒以

ー と仮定した、以 降その 周期帯におい て，特に用途が 事務所 と

す る建物に着 目し分析を行 う。
2 ，2 　 延べ 床面積 に よ る分析

　 前節で 仮定 した特定 の 周 期帯を基 に．用途が事務所の 建物 に

関 して，本報その 1で決定 した 3地 区 （東京地 区，名古屋地 区，

大阪地区） にお け る周期別 の 総延べ 床 面積 を図 1 に示す。表 1

に 特 定の 周 期帯 と地 区全体 の 面積比較 を示 す。3 地 区全体で 事

務所建 物は 332棟あ りJ 枠内の 建物は 36棟あ る。ま た，3地 区

全体 に対す る枠内の 建物数 の 割 合は 11％ で あ る。こ こ で，各 地

区の 枠 内に 該 当す る建 物が長周期地 震動 に よる被 害 を受 けた場

合，勤務者 】人 当 りの 必 要床面 積を 1ernZ，延 べ 床 面 積に対す る

貸室面積の 割合を 80％ と仮 定する と
4）5），銅構造建物だ けで，東

京，名古屋，大阪地区 で それぞれ，39．8，1．9，4．1 万人が影響を

受け る こ とにな る。

　総延べ 床面積を棟数で割っ た 1棟当りの 延べ 床面積を図 2 に

示す。図 2 よ り，周aSTiが長 くなるにつ れ，1 棟当た りの 延べ

床面積が増加す る傾向 にある こ とが分かる。また，特 定の周 期

帯に着目すると，それ以外の範囲に比べ 1棟当た りの 延べ 床面

積が大きい こ とがわか る。
2 ．3　事務所建物の コ ァ分析

代表的なコ ア形式
q）．s）

を図 3 に示す 。 各地 区にお ける特定の 周期

帯に 該当する 事務所建物 を，代表的な コ ア 形式 で 分類 した結果

を図 4 に示 す。図 4 より，セ ン タ
ー

コ ア が全体の 40Pl。を占めてい

るこ とが分かる。棟数の 分布に関す る年f甥 りの 特徴を見る と，年
代
一1，3 ，4 でセ ン タ

ー
コ アが，年代

一2 で片 コ アが最も多い
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結果 となっ た。地区別の 特徴を見ると，棘 ， 大阪地区はセ ンタ

灘讌 鑼鐵論粤 羈 早黒F糧
る。地 区別に見る と，主に東京，大阪地区｝よ 高 さ 100m以上に多

蘿灘 繋 撫
数騾飜 総頴冨難轟 雛見窪躑
一1，2は，Tl・Cb−025 以上 O．35未満の 範囲に 分布 して い る が，

舞編 轡糟 灘 騰 認黔 鷹舌轟
は，TT・Cb＝O．3 以上 0．35未満で 最も多い 。

　図 5（d〕に 基準階面積 と建 物棟数 の 関係 を示 す。図 5（d）よ り，
年代別に 見 ると，年代

一1は基準 階面積 IOOOm2以上 30C｝Om2未

鞍 攤 欝
　　　　　　　表 2 既存高層建物 の カ テ ゴ リ

代 東京 地 区 屋地 区 大阪地区

高 さ m 180−24060 〜100150 −1呂0
周 期 （s 45 −55 2．5弓 ．5 4つ
τジ c 宀 025 −0．3   ，3−0350 ．2−0．25

11500 ・−25001000 −200010   0−2  00
基 準階面積

　 凾
Z

）
22000 −30001000 −20001000 −3000
32000 −4000mOO 〜20002000 〜4〔｝OG
1 セ ン ターコ ア セ ン タ

ー
コ ア セ ン タ

ー
コ ア

コ ア 形式 2 セ ン ターコ ア 片 コ ア セ ン タ
ー

コ ア

3 片 コ ア 片 コ ア 両端 コ ア

3．　 まとめ

　建 物モ デル を構築するた めの基礎的な情報の 取得を目的とし

た分析を行 っ た。今後賎 分析を基に適 切な建物 モ デル を構築 し，

解析を行 うこ とで，既存高層鋤 冓造建物 の 長周期地震動に 対する

耐震性能を検討する 予定で ある。
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